
【大学からのお知らせ】 
 

 

本学保健医療学部救急医療学科より、以下のとおり、同窓会の皆様へご案内がございました

ので、ご連絡いたします。詳細については、添付ファイルをご確認ください。 

救急医療学科は 2018 年より「日本体育大学 救命蘇生研究会」を開催してまいりました。

在校生・卒業生・教職員が研究発表を行い、学びと交流を深める場として継続して実施して

おります。 

この度、「第 8 回 日本体育大学 救命蘇生研究会」を下記の通り開催いたします。本年度は

学科創設 10 周年を迎える節目の年にあたり、これまでの歩みを振り返りつつ、これからの

10 年を見据えた内容として構成しております。 

午前のフォーラムでは、学科設立期に関わった教職員や関連機関の皆様をお招きし、教育・

実習・地域連携の歩みを総括します。また、救急救命士制度の変遷や今後求められるプレホ

スピタルケアについて、多角的な視点から講演をいただきます。 

午後は在学生による実習成果発表に加え、消防機関・医療機関・海上保安庁・自衛隊・米国

シアトルなど、多領域で活躍する卒業生が登壇し、現場の経験やこれからの救急医療の展望

について提言を行います。 

節目となる 10 年目の研究会として、救急医療の「過去・現在・未来」を一日で俯瞰できる

貴重な機会となっております。興味のある方はどなたでもご参加いただけます。 

 

 

【開催概要】 

■開催日時：2025 年 12 月 20 日（土） 8:50〜18:00 

■開催場所：日本体育大学 東京・世田谷キャンパス（世田谷区深沢 7-1-1） 

■開催方式：ハイブリッド開催（現地＋Web 配信） 

■内容 

・フォーラム（学科 10 年の振り返り／救急救命士制度の変遷／今後 10 年の展望） 

・在学生による実習成果発表 

・消防／医療／海上保安庁／自衛隊／米国シアトル等で活躍する卒業生講演 

・病院前救護・教育の未来に関する提案 

■申込方法：ポスターの QR コード、または下記 URL よりご登録ください 

（申込期限：2025 年 12 月 19 日）https://forms.gle/HY8kchwt6je7EmqL6 

■参加費用：無料 

https://forms.gle/HY8kchwt6je7EmqL6


主催：日本体育大学 保健医療学部 救急医療学科

会長：増野智彦（救急医療学科学科長）

後援：東京消防庁 救助救急研究会

開催日時：2025年12月20日（土）9:00〜17:00

開催場所：日本体育大学 東京・世田谷キャンパス

（東京都世田谷区深沢7-1-1）

申込方法：QRコードより参加登録をお願い致します。

申込期間：2025年10月1日（水）〜12月19日（金）

参加費用：無料

本研究会の参加証は、救急救命士の生涯教育を含めた

再教育のポイントとしてご活用いただけます（対面の方のみ）

問合せ先：救急医療学科 特定教授 藤本

mail: k-fujimoto@nittai.ac.jp



9:00~9:10 増野 智彦 (救急医療学科長)

9:10~10:30

10:30~10:40

田邉 晴山 様 (救急救命東京研修所)

鈴木健介 教授

11:30~12:30

救急医療学科 1年　鈴木 陽和／惣田 碧

救急医療学科 3年   池津 真奈

救急医療学科 3年　鎌田 心／福田 万葉／若旅 彩恵

救急医療学科 2年　川島 裕太

救急医療学科 3年　飯塚 偉琉

救急医療学科 4年　杉山 莉緒

救急医療学科 1年　内川 将

13:35~13:45

第４部① 　病院・地域で活躍する卒業生　座長　中澤真弓 教授　山田真吏奈 准教授
萩原 鈴香（日本医科大学武蔵小杉病院）

植松 望実（山梨中央病院）

増留 流輝（DMAT事務局）

小玉 響平（日本体育大学保健医療学部）

片平 達也（JEMS:日本救急システム株式会社）

郡 愛（医療法人社団　青燈会小豆畑病院）

14:50~15:00

第４部② 　プレホスピタルで活躍する卒業生   座長　鈴木健介 教授　
調整中(横浜市消防局)

調整中（海上保安庁；ビデオレター対応）

西村　勇政（東京消防庁）

森　慶次郎（豊田市消防本部）

瀧住　仁（警視庁）

北野　信之介（慈恵医科大学）

16:10~16:25

16:25~16:40 増野 智彦 (救急医療学科長)
表彰対象者
増野 智彦 (救急医療学科長)

休　憩 　

15:00〜16:10

12:30~13:35

第8回 日本体育大学 救命蘇生研究会 プログラム
救急医療学科～これまでの10年、これからの10年～

【開　会　式】
　【フォーラム】　「救急医療学科～これまでの10年、これからの10年～」

スポーツ救急実習（海）

第20回東日本学生救急救命技術選手権

救助救命医療学演習

10:40~11:30
救急救命士創設から現在・10年後の処置

DXがもたらす救命士の今後

第３部「学部生セッション」日本体育大学での各実習　　座長　遠山 純司(学事顧問)　原田諭 助教

第１部　「救急医療学科～これまでの10年を振り返る～」　座長 増野 智彦 (救急医療学科長)　齋藤 祐治(学事顧問)
救急医療学科設立からこれまで 今村裕(常務理事）、中里浩一(保健医療学部長)、小川理郎(前救急医療学科長)、横田裕行(名誉教授)

”地域”で活躍する救急救命士

13:45~14:50

”病院”で活躍する救急救命士

第２部「救急救命士創設から今現在、10年後の処置」　座長　野口 英一(学事顧問)　成川憲司 准教授

昼　休　憩

休  憩 　

休　憩

第５部　「救急医療学科～これからの10年～」座長　鈴木健介 教授
これからの10年～学科長からの提言

16:40~17:00
特別表彰

【閉会式】

”海上保安庁”で活躍する救急救命士

”東京消防庁”で活躍する救急救命士

”豊田市消防”で活躍する救急救命士

国際救急システムⅠ（シアトル実習）

女性海上保安官を目指して

”慈恵医科大学”で活躍する救急救命士

スポーツ救急実習（雪山）

”警視庁”で活躍する救急救命士

”横浜市”で活躍する救急救命士

世界陸上救護に参加して学んだ傷病者対応と今後について

”ドクヘリ”で活躍する救急救命士

”DMAT事務局”で活躍する救急救命士

”海外でParamedic”として活躍した救急救命士

”民間救急”で活躍した救急救命士

休　憩 　
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